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会 報

平成16年度第２回日本公衆衛生学会理事会議事録

1. 日 時 平成16年 7 月22日(火)13:30～16:30

2. 場 所 東京厚生年金会館

3. 出席者 理事長 多田羅浩三

学会長 多田 學

理 事 阿彦忠之 入山文郎

遠藤 明 大井田隆

角野文彦 金川克子

近藤健文 佐藤 洋

實成文彦 澁谷いづみ

新庄文明 嶋本 喬

伊達ちぐさ 中川秀昭

中原俊隆 藤田利治

藤崎清道 松田 朗

三角順一 村嶋幸代

（22名）

監 事 能勢隆之 宮武光吉（2 名)

委任状提出者

副会長 中島雪夫 永田伸二

井上勝博（3 名）

理 事 相澤好治 小林廉毅

篠崎英夫 納谷敦夫（4 名)

オブザーバー 岸 玲子（第64回学会長）

鏡森定信（富山医科薬科大学

教授）

現在理事数29人，出席者22人，委任状提出者 7 人

学会規定第13条第 1 項による定数に達したの

で，多田羅浩三理事長が議長となり開会を宣し

た。議事に先立ち多田羅理事長から挨拶があった。

指名理事の全国衛生部長会会長の森田理事が退

職のため会長職を退かれたため，新会長の納谷敦

夫氏が理事に就任した旨報告があった。

藤崎清道理事から，7 月23日付けの厚生労働省

の人事異動により指名理事を交替することになっ

た旨挨拶があった。

議事録署名人選出

議事録署名人に，大井田隆，伊達ちぐさ両理事

が指名された。

議 事

第１号議案 第63回（平成16年度）日本公衆衛生

学会総会について

多田 學学会長から資料に基づき下記の説明が

あった。

１ 一般演題の申込は，1,433題申込があり，口

演192題示説1,241題に割り振った。一般演題27日

午後から29日午前にかけて行う。

２ シンポジウム，教育講演，市民公開講座のプ

ログラム内容，演者，座長は全て決まり，学会長

講演，特別講演 1，教育講演 6, 7，シンポジウム

6, 7 は市民公開講座とする。

３ 自由集会は35題応募があり，27日28日に行う。

以上により，本議案は了承された。

第２号議案 第64回（平成17年度）日本公衆衛生

学会総会について

岸 玲子次期学会長から資料を基に下記の説明

があった。

１ メインテーマは「環境と人権が作る人々の健

康と安全」。

２ 自由集会は14日に開催。

３ 付随事業は札幌市が事務局となり，13日に開

催。

４ 第64回日本公衆衛生学会運営規程，総会組織

図，役員名簿，実行委員会委員名簿の紹介。

５ 学術部会準備会で検討中の案の紹介。

以上により，本議案は了承された。

第３号議案 第65回（平成18年度）日本公衆衛生

学会総会について

多田羅理事長から，前回の理事会で承認された

第65回総会学会長候補の富山医科薬科大学教授の

鏡森定信先生の紹介あり，鏡森教授から富山県で

開催することとなった経緯等について説明があっ

た。

以上により，本議案は評議員会に諮り，総会に

報告することとした。

第４号議案 平成15年度事業報告および収支決算

（案）について

1. 近藤健文理事から平成15度事業報告について

資料に基づき説明があった。

2. 松田 朗理事から平成15年度収支決算につい

て資料に基づき次のとおり説明があった。

１ 収入は会員増と前年度の未納者の会費の納入

により，予算額より10,784,000円増えた。しか
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し，会誌の掲載論文数が減ったため掲載料収入は

522,160円，また，会誌広告料収入は498,000円減

収となった。

２ 支出のうち事業費については，会誌の掲載論

文数が減ったため，会誌発行費は3,495,312円減

となったが，委員会活動を活発に行ったため調査

活動費も予算額より690,936円増となった。

３ 収支差額21,308,777円は，平成16年度に繰り

越すこととする。

3. 繰越金等を有効に利用する方法を，次回理事

会までに，庶務・会計担当理事で話し合うことと

した。

能勢隆之監事から平成15年度事業報告について，

7 月14日に宮武光吉監事と監査を行った結果，適

正に管理運営されているとの監査報告が行われ

た。本件については，審議の結果了承され，評議

員会に諮り，総会に報告することとした。

第５号議案 平成17年度事業計画および収支予算

（案）について

1. 近藤理事から平成17年度事業計画（案）につ

いて資料に基づき，例年の事業のほか，第12回役

員選挙を行う旨説明があった。

2. 松田理事から平成17年度収支予算（案）につ

いて資料に基づき次のとおり説明があった。

１ 会員数を8,000人で会費収入を見込んだ

２ これまで会員管理用のコンピューターを備品

として計上し，備品購入のため積立預金してきた

が，15年度これまで使ってきたものを破棄したた

め，今後コンピューターについては備品扱いしな

いこととし，これまでの備品購入積立預金を取り

崩した。第12回役員選挙のため選挙費用積立預金

を取り崩すこととした。

以上により，本議案は了承され，評議員会に諮

ることとした。

第６号議案 奨励賞について

多田学会長（奨励賞選考委員長）から 6 月18日

開催した奨励賞選考委員会の結果を受け，平成16

年度の奨励賞受賞者推薦について報告があった。

多田羅理事長から今年度の奨励賞については，

選考委員会の結果を踏まえ，次のとおり表彰した

いので，本理事会においてご了承いただきたいと

の提案があり，了承された。

1. 藤本眞一 保健所における健康危機管理の

機能と組織に関する研究

2. 冨田直明 脳卒中登録事業を基礎とした脳

血管疾患対策の研究

3. 湯浅資之 開発途上国における国際保健政

策に関する研究

4. 斉藤恵美子 地域高齢者とその家族の自立し

た生活を支援するための方策の

検討

5. 谷原真一 地域における医療費分析に関す

る研究

第７号議案 名誉会員について

入山文郎名誉会員担当理事から平成16年度の名

誉会員候補者として推薦する方々の紹介がなさ

れ，審議した結果，次の方々を理事会において推

薦し，評議員会，総会に諮ることとした。

仲村英一氏 三宅浩次氏 西 三郎氏

第８号議案 その他

1. 中富健康科学振興財団からの研究者顕彰の推

薦について

近藤理事から中富健康科学振興財団からの研究

者顕彰の推薦について説明があった。候補者につ

いては，理事長，庶務担当理事に一任することと

した。以上により，本議案は了承された。

2. 名簿作成ついての会員からの意見について

本学会ホームページのご意見箱に届いた名簿作

成に関する意見について検討した。意見の内容は，

◯１名簿作成についての理事会の見解，◯２個人情報

保護のために学会としてどのような対策を講じた

か，◯３名簿掲載を希望しないものには名簿送らな

いことは如何なものかである。

理事会としては，名簿作成は本年の事業計画の

中に入っており，個人情報保護については会員本

人の合意したもののみを名簿に掲載することとし

ている。名簿の発送については，名簿の管理は会

員の連帯責任であり，自分の情報を提供しない会

員に連帯責任を期待できるか不明のため名簿は送

らないことを確認した。

以上により，本議案は了承された。

3. 保健所長の医師資格要件に関する検討につい

ての見解

多田羅理事長から厚生労働省より「保健所長の

医師資格要件に関する見直し方針」が発表された

ことは前回の理事会で報告されたが，日本の公衆

衛生の将来に関わる重要な要件であり，理事長と

しての見解を機関誌等で述べたい旨説明があり，
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見解案が紹介された。意見のある場合は，その旨

連絡することとし，それらの意見を理事長がまと

め，編集委員会と相談のうえ，機関誌に掲載する

こととした。

報告事項

1. 委員会報告

1) 編集委員会

伊達理事から，◯１英文誌への投稿は16編あった，

◯２ホームページの英文版を作成し会員以外でも英

文誌は見られるようにしたい，◯３表紙のデザイン

や A4 化についても検討したい旨報告があった。

2) 公衆衛生研修委員会

大井田委員長から 6 月30日開催の委員会で，学

会員の資質の向上のため，どのような学会活動を

実施すべきか各会員の意見を，ホームページを利

用して調査することとし，調査項目について検討

した旨報告があった。保健所長の医師資格要件と

絡み，保健所における公衆衛生に精通した医師の

確保についても触れた方がよいのではないがとの

意見がだされ，大井田委員長からそれについても

あわせて調査項目に入れる旨説明があった。

3) 地域保健委員会

阿彦忠之委員長から 7 月 9 日開催の委員会につ

いて説明があった。（詳細については委員会報告

を参照のこと）

4) 感染症対策委員

角野文彦委員長欠席のため新庄文明理事から，

5 月17日，6 月28日開催の委員会について説明が

あった。（詳細については委員会報告を参照のこ

と）

また，新庄理事からタイで開催された国際エイ

ズ会議に参加して，エイズ対策の指導者に対する

リーダーシップの評価の必要性と，ドラッグ使用

者や同性愛者を少数者ととらえず，社会全体の問

題としてとらえる必要がある旨話し合われたとの

報告があった。

5) 公衆衛生看護のあり方に関する検討委員会

金川克子委員長から 6 月11日開催のワーキング

グループを含めた第 3 回委員会について報告があ

った。（詳細については委員会報告を参照のこと）

6) IT 化検討委員会

中川秀昭委員長から 7 月 2 日から 6 日かけて会

員役8400人に名簿作成のための調査表を発送し

た。その回答のためかホームページに 7 月15日か

ら19日にかけて 1 日あたり218件のアクセスがあ

った旨報告があった。

次回理事会 10月26日10時から 松江市サンラ

ポーむらくも にて開催

以上で議事を終了し，多田羅理事長が閉会を宣

した。


